
徳島のインプラント カマタ歯科クリニック 院長鎌田賢介によるニュースレターです！ 

 

  

 

    

 

 

 

■ この「はがいーぜ通信」は、私,鎌田が今までお会いさせて頂いた方にのみ差し上げている通信誌です。■ 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カマタ歯科クリニック Ｔel：０８８－６５２－９７８５ 

Fax：０８８－６５２－９７６６ 

歯周病相談室 

携帯ホームページ 

４・６・８月と３回シリーズで行われる、倉敷でのμ-1(ミューワン)インプラントの研修

会を開催しました。今回行われた第２回は、インプラントをどの様に患者様に植立するか、

その手順と、出来るだけ実際の場面に即した実習を行いました。大抵の講習会では歯の模

型を使って 1 回限りの練習なのですが、今回はマネキンを使い、診療室で手術着を付けて

もらって補助者の方との連係プレーも兼ねて、計３回の実習を行いました。１回目は少し

先生方も戸惑いがありましたが、１回ごとに細かな注意点をお話ししたり、個人的に難し

い所があると相談された方にはさらにキメ細かく注意点や要領をお教えしました。２回目

からはほぼスムーズに進み、３回目ともなると余裕で皆さんこなしておられました。 

実習に使わせて頂いた診療室は、リンケージ藤波社長の御長男の診療室で、倉敷駅裏の元

チボリ公園の横にあります。診療室の横を疎水が流れ、森の中でいる様な爽やかで素敵な

診察室でした。お陰様で皆さん気持ちよく講習も進み、充実した１日となりました。 

私としては入れ歯よりも断然インプラントが患者様の QOL 向上に役立つと思っております

ので、「インプラント治療をしたいのだけど何から始めたらよいのか？」と戸惑っている先

生方のお役に立てたらと思い、この講習会を始めました。 

今まで頭で思っていたことだけでなく、実際のインプラント治療の現場で先生方が何に悩

んでおられるのか？大分明らかになってきました。これからの講習会にこの情報を活かし

たいと思っています。  

実際の診療台でインプラント

植立の説明 

実習前、麻酔の打ち方や縫合の

説明(写真右は DH 柿本です) 

補助者の方との 

連携についての説明 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

６月２６．２７日に京都で歯周病学会が開催されました!!  

カマタ歯科から代表として今回は高瀬が参加させて頂いた 

のですが、色々な症例の発表や歯科材料のブースを見て 

回ることが出来て、とても楽しかったです(^▽^) 

 

学会で得た知識は 

これからの診療で 

患者様に 

お返し出来たら 

と思ってます! 
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カマタ歯科クリニック 

 8・9 月 診療予定日  

 

休診日・・・木曜・日曜・祝祭日 

(尚、木曜は特別な場合のみご予約

をお取りする場合がございます。） 

  

 
 

 

が休診日となりま

カマタ歯科クリニック 〒７７０－０９１７ 徳島市両国橋５－２ ＴＥＬ：(０８８)６５２-９７８５  ＦＡＸ：(０８８)６５２-９７６６ 

E-mail ： kam@rouge.plala.or.jp ＨＰ ： http://www.1kam.com   

徳島歯周病相談室 ： http://www.kamata-dc.com/ 
徳島歯周病相談室 HP 携帯サイト ⇒ 

23 
30 

24 
31 

 
 
 
 

「被爆量が少なくからだに優しい、画像がきれいで診断に有利」 

という大きな利点があるため、当院での導入に踏み切りました。       

レントゲン(放射線）というと、それだけで拒否反応を示す方もいらっしゃいますが 

そもそも自然界にも放射線は存在しそれにくらべて、歯科の被ばく線量はごく少ないです。 

また、内科のものに比べて、従来の歯科のレントゲンでも被曝線量は少ないのですが、 

デジトゲンの場合は放射線の被曝線量が従来のレントゲン装置の 1/10 程度ですので、 

女性の方やお子様など安心して撮影することが出来ます。妊娠中の方でも安心です。 

もちろん、他にも多々よいところはあります。例えば、 

 
 
 
 
 

   患者の皆さま、今度、検診（リコール）等でご来院の折には、X 線室をのぞいてみてくださいませ。 

  現像器もなくなりすっきり、きれいになってますよ。 

  いままでよりもレントゲン画像の説明がぐ～んとレベルアップしております。お楽しみに！ DH 高橋 

・ 処理が速く、撮影後すぐにモニターで見られる 

・ 現像が不必要になり、環境にもやさしい 

・ 画像をモニター上で拡大したり濃度を調節したりでき、説明に便利 

・ 自動で機械が動いて患者様のおおまかな撮影位置を決めてくれる 

・ 撮った画像がいつも一定で鮮明 

新しいデジトゲンです。 

新しい機材☆デジトゲン☆がカマタ歯科クリニックにやって

きました。デジトゲンとはデジタルレントゲンのことです。 

従来のフィルムレントゲンに比べ、 
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☆詳しくは下記 
徳島歯周病相談室 の 

ｽﾀｯﾌブログをご覧くだ

おいしい食事とケーキで二人の 

２５歳（？！）のバースデーを 

お祝いしました。 二人とも永遠

の２５歳だそうですよ！ 


